
 
 

令和６年度においては、左表のよ

うに、特定処遇改善加算において

も、それぞれの区分ごとに１つ以

上の取り組みを要件としていま

したが・・・ 

令和７年度からは、介護職員等処

遇改善加算のⅠ または Ⅱを

取得する場合には、各区分ごとに

２つ以上の取り組みが求められ

ています。 

さらに、生産性向上要件からは３

つ以上とされており、うち１７番

または１８番は必須となってい

ます。 

「利用者の安全並びに介護サー

ビスの質の確保及び職員の負担

軽減に資する方策を検討するた

めの委員会の設置」も義務化され

ましたので、経過措置期間中では

ありますが、加算ⅠやⅡを取得す

るならば、令和７年度において必

須要件となっている、１７番や１

８番についてはこの義務化され

た委員会を活用して取り組むの

がよさそうです。 

しかし、１７番や１８番の取り組

みは、生産性ガイドラインに基づ

いて進めたり、または、独自の進

め方の参考にすることが必要に

なってくることもあり、課題の抽出や分析、構造化、具体的なゴール設定など解決策となる取り組みを構築することは簡単

ではありません。 

そこで、令和７年１月末日までに 「「ADLあがるスタンダード」をご導入いただきました事業所の方々には、「ADLあがる

スタンダード」を使って課題解決を図った事例を、生産性ガイドラインに基づいた各ツールの使用の手順・記載項目を含め

てご提示させていただきます。 

皆様の課題が私どもの介護施設と同様の課題であった場合には、非常に参考となるひな形になると思います。 

この生産性ガイドラインを用いた取り組みの事例をお使いになられれば、必須の取り組みである１７番や１８番については、

安心して進められるでしょう。 

導入特典 



 

ピンクに色付けしたところは、ADL あがるスタンダードをそれぞれの取り組みに活かすことができます。たとえば、「１番

の 法人や事業所の経営理念やケア方針・人材育成方針、その実現のための施策・仕組みなどの明確化」 のためには、ADL

あがるスタンダードを使用して、介護の理論や基準に業務をそろえることで、属人的な介護手法や価値観・考え方を排除す

ることに取り組むことが出来ます。「３番の 他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわら

ない幅広い採用の仕組みの構築（採用の実績でも可）」 のためには、ADL あがるスタンダードを使用することによって、

未経験者でも適切な業務を行えるように、どこでも、いつでも閲覧して学べる環境を整える取り組みを行えます。 

「６番の 研修の受講やキャリア段位制度と人事考課との連動」 のためには、ADLあがるスタンダードの内容を理解して、

しっかりと実践しているかを確認する仕組みを人事考課上で運用する取り組みが行えるようになります。 

後ほどご紹介いたしますが、令和７年度には、「ジョブチェックリスト」として、ADLあがるスタンダードを導入していただ

いている皆さまに、動画に基づく業務が実践できているか、上司が部下などに対してチェックや指導をしていくために使用

するツールをご提供してまいりますので、人事制度の運用のためにご活用いただけます。 

「１２番の 有給休暇の取得促進のため、情報共有や複数担当制等により、業務の属人化の解消、業務配分の偏りの解消を

行っている」 のためには、ADLあがるスタンダードを使って業務の属人化を解消することによって、皆がよりどころとす

る業務基準が明確となり、偏ったシフト編成などによる業務負荷が軽減され、有給所得率の向上にも役立てられます。 

「１５番の 介護職員の身体の負担軽減のための介護技術の修得支援、職員に対する腰痛対策の研修、管理者に対する雇用

管理改善の研修等の実施」のためには ADLあがるスタンダードの中にある、トランスの姿勢に関する解説メニューや、ノー

リフティングなどのメニューを参照いただきながら、実践に繋げていただく研修を実施できます。 

「２７番の 利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供」については、ADLあがるスタ

ンダードがいつでも、どこでも、インターネットがつながる環境であれば受講できる環境となりますので、利用者本位のサ

ービス提供を行う上での基本となる技術や理論の習得に役立てられます。このような、取り組みに活かした事例として、生

産性ガイドラインを用いた取り組みの事例ツールを手に入れていただくためにも、ぜひ令和７年１月末日までのご導入をご

検討ください。 



特典 サンプル画像  

 
自法人での取り組み事例を、生産性ガイドラインに基づく手順ごとに解説するツールとなってお

ります。課題の発見・分析・対策・進捗管理など一連の流れをご覧いただき、ご活用いただけま

す。 

 

課題分析シートの例  

 

 

 

 

 

効果測定ツールの例  

 

ＳＡＭＰＬＥ


